
遺伝子実験施設の発足

本年 4月 に、東京大学遺伝子実験施設の設置が

認められ、本学共同利用施設として発足しました。

この施設は、当初理学部からの概算要求として計

画が提出されたものですが、要求実現の過程での

調整の結果、機構としては全学の共同利用施設と

し、本年度設置分については、理学部が実質的な

運営に当るとの諒解のもとに設置が認められたも

のです。したがって、全学的な視点からの審議組

織として、「遺伝子実験施設運営委員会」が全学

レベルで設けられると共に、施設の管理運営に関

する重要事項を審議するための「協議会」、およ

び施設の有効な運用をはかるための「専門委員会」

が、それぞれ理学部に設けられました (理学部広

報15巻 1号 7～ 8頁参照)。 そして施設の事務は当

分の間理学部事務部で処理して載くことになって

います。また人事については、施設長は全学の運

営委員会の議を経て選出され、本年度定員が認め

られた専任教官は、理学部で選考が行われます。

ではこの施設はどのような目的で計画され、ど

んな業務を行うのかについて次に紹介しましょぅ。

遺伝子の研究は、組換えDNA実 験を中心とした
新技術の開発により、ここ10年来著しい進展をみ

せ、これ迄の遺伝子像を大きく改めつつあります。

(具体的な内容に興味をお持ちの方は、拙著「新

しい遺伝子像、中公自然選書、昭58Jを御覧下さ

い。)さ らに、新技術を用いた遺伝学の解析方法

は、遺伝学自体の研究ばかりでなく、非常に広範

囲な生物学の基礎・応用両面の研究にとって大き

なインパクトを与えつつあります。そして、生物

学の必須基礎技術の一つとして一般化されつつあ

る情況となっています。

理学部でも既に組換えDNA実 験技術等を利用
して、植物プロトプラストヘのウイルス核酸の導
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入とその機能発現 (生物化学教室)、 ショウジョ

ウバエの発生過程における神経系の解析 (物理学

教室)、 微生物における遺伝子調節系の研究 (植

物学教室)、 遺伝子編成に関する進化学的研究 (生

化学教室)など、基礎生物学における重要な研究

が広範に進行しており、さらに筋肉タンパク質そ

の他の細胞構成タンパク質の構造と機能の研究

(動物学教室、物理学教室)、 細胞表層タンパク

質群の研究 (植物学教室)、 人類集団におけるミ

トコンドリア遺伝子群の解析 (人類学教室)など

の研究が次々と着手されています。これらの研究

と課題は着目点としてそれぞれユニークさを持っ

ていますが、一方実験手段としては、「 RIを用
いた組換えDNA実 験」が共通項として含まれて
います。そうした実験には各種の設備・機器が必

要であると共に、実験の安全確保という立場から、

安全管理体制が十分に整っていることが要請され

ます。それらの設備や管理体制の整備は、個々の

研究室や教室でばらばらに行うよりも、共同利用

施設を活かすことにより、極めて有効に実施でき

ることは明白です。施設設置の大きな理由の一つ

はこのような趣旨での共同利用体制を作ることに

あるわけです。

このような共同利用施設の意義は、単に設備の

利用というハードな面ばかりでなく、共通の場で

研究活動を行うことにより、情報交流と相互評価

の機会が増し、それらを通 じて研究面における協

力の気運をもたらす中核的な触媒としての機能を

果すことが期待されるという点です。本実験施設

では、こうして醸し出された共通テーマを基盤と

して、施設独自の研究テーマを設定し、専任教官

を中心に強力に推進することを計画しています。

以上のような研究活動に加えて本施設では、組
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